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改訂のポイント
• World Rugby(以下WR)のフィールドでの外傷・障害をマネジメン
トするコースの中で、指導者や保護者、レフリーを対象とした最も
ベーシックなレベル「First Aid in Rugby（以下FAIR)」を元に、
「player welfare」「players first」という理念に沿って改訂。

• 「ラグビーと感染症」という章を新たに設け、知っておいていただ
きたい感染症と感染対策についても言及。

日本ラグビーフットボール協会 メディカル委員会

委員長 中村 明彦
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本マニュアルの活用

• フィールドサイドで外傷・障害に
対応する多くの方々にとって バ

イブルとなり、フィールドに携帯し、
初期対応の実践に役立てる。

• WRのオンライン学習サイト
“Player welfare”の“First Aid in 

Rugby”とリンクしているので詳

細な情報（動画も含む）をウェブ
から得ることができる。
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活用の実際

• WR Player welfareのページに

アクセスし、言語の設定を日本
語にしてFAIRのページを開く。

• 関連したページを開くと、動画を
含めた日本語での解説ページに
リンクできる。



JRFUJRFU 活用例-1（心停止への対処① ）



JRFUJRFU 活用例-1（心停止への対処②）

マニュアルの「心停止と気道閉塞」と
同じ部分をWRのFAIRの目次から確認。
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活用例-1（心停止への対処③）

オンラインでページを進めていくと、実際
に蘇生のシミュレーショントレーニングを
行っている動画を観ることができ、手順の
確認ができる
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活用例-2（四肢のけが①）
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活用例-2（四肢のけが②）

マニュアルの「四肢のケガ」と同じ
部分をWRのFAIRの目次から確認。
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活用例-2（四肢のけが③）

イラストの部分が実際の写真で解説がある。
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活用例-2（四肢のけが④）

三角巾の手順についても写真で解説
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活用例-3（感染症について）
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まとめ

今回の「外傷障害対応マニュアル」は、日本協会のメディカル委員会
に所属し ているドクターの皆様のご協力によって完成いたしました。

この冊子はメディカルス タッフだけでなく、選手を含めてすべての関
係者の方々にラグビーにおける外傷・障害 について理解を深め、発生
時の対応方法を学ぶことができるように作成されています。 是非とも、
多くの方に活用をいただきたくお願いいたします。

日本ラグビーフットボール協会

安全対策委員会 委員長

齋 藤 守 弘


